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出口

一
、
日
本
学
術
会
議
第
六
期
会
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
来
る
十
一
月
に
、
日
本
学
術
会
議
第
六
期
会
員
選
挙
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
二
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦

い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
全
国
区
　
（
第
一
部
）

　
　
　
　
本
会
理
事
・
第
五
期
会
員

　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
智
勇
　
氏

　
近
畿
地
方
区
　
　
（
第
一
部
）

　
　
　
　
本
会
浬
事
・
第
五
期
会
員

　
　
　
　
　
　
　
貝
　
塚
　
茂
樹
　
氏

一
、
史
学
研
究
会
大
会
予
告

次
の
日
程
で
、
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読

書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
御
案
内
中
し
あ
げ
ま
す
。

◇
＋
［
月
闘
日
（
木
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
見
学
会
　
三
三
め
ぐ
り

　
　
　
　
大
津
京
肚
・
紫
香
楽
宮
肚
（
信
楽
焼
見
学
）
・
恭
仁
京
祉

　
　
　
　
　
　
　
臨
地
講
師
鯨
都
大
灘
柴
田
　
実
氏

　
　
　
　
参
加
会
費
　
六
〇
〇
円
（
予
定
・
昼
食
費
を
含
む
）

宮
肚
の
保
存
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
ま
す
折
柄
、
一
宮
肚
に

つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
前
以
て
お
申

込
下
さ
い
。
当
日
お
巾
込
は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

◇
十
一
月
二
圓
（
金
）
午
後
一
時
よ
り
　
　
　
於
　
京
大
楽
友
会
館

　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
　
　
東
北
の
古
代
文
化
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
川
）

測
　
　
　
　
鞭
北
大
群
伊
東
信
雄
氏

講
　
　
古
代
西
ア
ジ
ア
史
研
究
の
現
状

闘
　
泌
㌫
戦
蘇
穆
ポ
タ
ミ
ァ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
都
大
騨
　
中
原
与
茂
九
郎
氏

◇
十
一
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
よ
り

　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
　
各
大
会

（
備
考
）
　
各
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
別
に
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
な
お
、
大
会
出
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早

　
　
く
木
会
ま
で
お
臥
叩
出
下
さ
い
。

（
訂
正
）

前
号
所
報
大
会
講
演
者
贔
北
葎
伊
藤
信
男
氏
」
は
贔
北
大
群
伊

東
信
雄
氏
」
の
誤
り
で
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

会
員
各
位

史
学
　
研
究
　
会
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〔
付
記
〕
　
1
、
本
文
に
論
及
で
き
な
か
っ
た
問
題
で
、
註
に
解
説
せ
ん
と
考

　
え
て
い
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
紙
数
超
過
の
た
め
こ
れ
を
も
果
し
得
な

　
か
っ
た
こ
と
諒
と
さ
れ
た
い
。

2
、
本
稿
引
燭
の
史
料
お
よ
び
参
考
文
献
の
大
都
分
は
、
石
戸
谷
茂
嵐
氏
に

　
よ
っ
て
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
二
一
田
所
蔵
本
を
、
ま
た
ホ
ロ
ー
ブ
研
究
に
不

　
可
欠
な
史
料
麟
Q
Q
悪
酔
は
黒
田
良
信
氏
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
隠
詞
図
書
餓

　
班
蔵
本
を
、
と
も
に
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
し
て
送
ら
れ
た
も
の
で
あ

　
る
。
紙
上
を
か
り
て
術
氏
に
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
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A
一
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〉
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〉
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／
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比
左
夫

保
　
　
彦

京
都
大
学
研
修
員

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授

奈
良
学
芸
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

龍
谷
大
学
教
授

奈
良
県
立
御
所
工
業
高
校
教
諭

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
沈
狛
心
女
一
す
志
人
愚
ナ
講
師

追
手
門
学
院
高
校
教
諭

r
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く
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研
究
も
確
固
た
る
基
盤
が
作

ら
れ
た
感
が
す
る
。
（
高
知
護
身
市
民
図
書
館
髭
行
。

B
6
判
三
三
〇
頁
、
定
価
四
八
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
脇
保
彦
）

文
鰯
を
採
用
せ
ず
、
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史

・
地
理
・
考
古
学
の
順
、
各
専
攻
の
中
で
は
時
代

・
地
域
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
研
究
ノ
ー
ト
以
下

も
こ
れ
に
準
ず
る
）
。
　
前
以
て
お
含
み
お
ぎ
下
さ

い
。

史
林
投
稿
規
定

史
林
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
奮
っ
て
御
寄

稿
下
さ
い
。

◇
資
格
　
本
会
々
員
に
限
る
。

◇
原
稿
の
長
さ

　
0
研
究
論
文
　
四
百
字
諮
五
〇
枚
程
度

　
○
研
究
ノ
ー
ト
四
百
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
　
（
以
上
に
は
、
四
百
字
以
内
の
要
約
二
通
〔
一

　
　
通
は
英
文
要
約
用
〕
添
付
の
こ
と
）

○
資
料
紹
介

○
学
界
動
向

○
批
判
と
反
省

○
書
　
　
　
評

○
紹
　
　
　
介

随
意

四
百
字
詰
三
〇
枚
程
度

四
百
字
詰
三
〇
枚
程
度

四
百
字
詰
二
五
枚
以
内

四
百
字
詰
三
枚
以
内

◇
送
先
「
編
集
委
員
会
」
宛

◇
な
お
、
史
林
の
論
丈
掲
載
の
順
序
は
、
た
び
た
び

　
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
よ
5
に
い
わ
ゆ
る
巻
頭
論

川
田
編
集
後
記
…
川

　
史
林
の
委
員
に
な
っ
て
以
来
ず
つ
と
、
こ
の
欄
は

何
を
書
く
べ
き
所
で
あ
る
の
か
、
い
つ
も
当
惑
さ
せ

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
い
よ
い
よ
そ
の
感
を
つ

よ
く
し
て
い
ま
す
。

　
本
来
は
、
各
号
の
編
集
担
当
者
が
居
て
、
そ
の
見

解
を
述
べ
る
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
委
員
会
の

合
議
制
が
発
達
し
た
と
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
か
、
雑
誌
の
．

製
作
が
事
務
機
械
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
反

省
す
べ
き
か
、
と
も
か
く
、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な

性
格
は
全
く
失
せ
て
、
惰
性
的
に
委
員
が
交
替
で
書

く
だ
け
の
場
に
な
っ
て
お
り
、
た
い
が
い
、
時
候
の

挨
拶
に
始
ま
っ
て
、
会
や
委
員
会
の
お
知
ら
せ
が
続

き
、
時
に
委
員
の
独
白
的
感
想
を
つ
け
加
え
て
終
る

の
が
通
例
で
す
。
史
学
研
究
会
の
会
則
を
御
覧
に
な

れ
ば
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
委
員
は
何
も
権
限
を
も

つ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
・
・
殺
麓
の
公
私
混
｝

瀟
で
あ
り
、
署
名
は
し
て
居
り
な
が
ら
、
誰
が
何
に

対
し
て
貴
任
を
負
う
て
い
る
の
か
、
＝
副
に
判
然
と

し
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
、
そ
こ
は
か
と
な
き
慶
昧
さ
も
臼
本
的

伝
統
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
学
問
を
臼

的
と
す
る
世
界
で
は
、
だ
ん
だ
ん
無
く
し
て
い
っ
た

ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
漸
し
い
体
制
が

軌
道
に
の
っ
て
き
た
の
を
機
に
、
一
度
ゆ
っ
く
り
考

え
て
み
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
ど
う
か
御
意
晃
を
お

害
せ
下
さ
い
。
蛇
足
な
が
ら
、
以
上
は
私
個
人
の
意

見
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

｝軌

O
歎
嬰
藷
翻
定
価
二
二
円

　
史
林
（
第
臨
五
巻
第
五
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
細
本
邸

　
　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
職
長
　
　
宮
綺
市
定

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
酉
七
条
御
所
ノ
内
評
町
薫
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